
漁海況予報事業

由木雄一・森脇晋平・村山達郎・為石起司

的

　沿岸ならびに沖合漁業に関する漁況と海況とを調査研究し、その結果に基づいて作成された速報と予報

を正確かつ迅速に広報し、漁業経営の安定に寄与することを目的とする。

調査の実施概況

１．海洋観測の種類と実施期日（付表に海洋観測記録と卵・稚仔査定結果を示す。）

観測年月日

1994.4月　６日～4月Ｈ日

1994.4月25日～4月26日

1994.5月30日～6月　2日

1994.8月　１日～8月５日

1994.8月29日～9月　１日

1994.10月３日～10月４日

1994.H月１日～11月２日

1995.3月2日～3月７日

２．観測定線

３．調査項目

　　観測層

　　観測項目

調査名

沿岸定線調査

沿岸定線調査

漁場一斉調査

沖合定線調査

漁場一斉調査

沿岸定線調査

沿岸定線調査

沿岸定線調査

図一１に示す。

観測点

ｊ５１ぐ５３

く５３

４２

15）

20

25（1）

21（1）

21

35（15）

調査員

森脇晋平

森脇晋平・為石起司

森脇晋平

森脇晋平

森脇晋平

森脇晋平

森脇晋平

為石起司

（）は補同点の数

Ｏｍから海底直上まで０．５ｍ毎。ただし、水深３００ｍ以深は観測せず。

水温、塩分、流速、卵・稚仔、気象、海象、釣獲試験

４．調査船および観測器具

　　　調査船　　島根丸（142トン、　1200馬力）
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（Ｎ

38°

37°1

31

観測機器　　ＳＴＤ（アレック電子）、ナンゼン採水器、サリノメーター（オートラブ社）、

　　　　防圧転倒温度計、測深器、魚群探知機（古野電機）、ＡＤＣＰ（古野電機）

ざ1

Ｒ腺

●

　　131°132o　133°

沖合定線（２０点）

　131°132°133°

沿岸定線（２１点）

袷o° 132 lj3° 130°　132°　134° E

第１次漁場一斉調査　　第２次漁場一斉調査

図１　観測定線

調査結果の概要

（２３点） （２４点）

浜田沖北方断面の水温分布を図２に示した。各月の水温分布の概要は以下の通りである。

４月：冷水塊は平年に比べ北退傾向を示し、隠岐諸島西側には暖水塊が出現した。浜田北沖の50m深では

　　　士1℃以内、100m深の70マイル沖で3.7℃低めであった。

５月：水塊配置は４月とほぽ同一のパターンであった。浜田北沖で表面から50m深ではほぼ土1℃以内で

　　　あった。100m深の約70マイル沖で3､7℃低めであった。

６月：冷水塊は南下して平年の位置にあった。浜田北沖の表面ではほぼ－1℃以内、50m深ではほぼ士1℃

　　　以内、100m深の約50マイル沖で3℃高めであった。

８月：冷水塊はやや南下傾向を示す。浜田北沖の表層では沖合になるにつれて高め傾向であったが、50m

　　　深では全体に低めで、50-90マイル沖で3.5-5.2℃低めであった。

９月：冷水塊は東に移動し、平年より南東に偏って接岸傾向を示した。浜田北沖では表層でI-3℃高く、

　　　50m深の約50マイル沖で1.5℃低め、100m深の50-80マイル沖で2.5-3.5℃低め、その沖は3-6℃高

　　　めであった。

10月：孤立した冷水塊が浜田北沖の50マイルを中心に出現した。また、隠岐諸島北沖約20マイルを中心と

　　　したやや弱い孤立した冷水塊も出現した。表層ではほぼ十1℃以内、50m深では冷水塊の出現のた

　　　め浜田北沖から隠岐諸島沿岸を中心にして2-3℃低めであった。

11月：浜田沖と隠岐諸島沖の孤立冷水塊は消滅し、冷水塊は北に退いた。表面ではほぼ】℃以内、50m深

　　　では土1℃以内であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一19－
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図２　浜田沖北方断面における水温分布
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図３　浜田港における表面水温の旬平均

　　　　　　　　　　月

図４　浜田港における表面水温の平均偏差
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３月：冷水塊は著しく北退した。このため表面ではl℃、50m深では1-2℃高めとなった。

　図３、４に、浜田港における表面水温の旬平均と、過去１５年間の平均値を平年値とした平年偏差を示

した。本年度は４月から５月はF平年並み」で経過したが、その後いったん低下し７月から急激に上昇し

て、猛夏現象を反映した。秋以降も「猛暑」を引きずり高めで推移している。３月中旬に至り「平年並み」

に回復した。

漁 況

１．まき網漁業

　１）漁獲量の経年変動

　図５に1964年以降の浜田漁港のまき網漁業における主要５漁種の漁獲量の経年変化を示す。平成６年

　（1994年）の総漁獲量は55､118.7トンで、平成５年（1993年）のそれよりわずかに増加したが、その主要

因はマサバとマアジの増加にある。マイワシは近年減少傾向にあったが、平成６年は前年の26､164.4トン

をわずかに上回る28､005.7トンであった。

　浮魚類を漁獲するまき網漁業では、漁獲物の主体となる漁種が変化するいわゆる漁種交替現象が見られ

る。昭和４０年代前半はマアジ、昭和４０年代後半はマサバ、昭和５０年代から現在にかけてはマイワシ

がそれぞれ漁獲物の主体となっている。昭和５０年代以降、マイワシ漁獲量が急増してきたが、平成元年

にピークとなった後は減少する傾向にあり、長期的にみればマアジが微増傾向にある。
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図５　浜田港のまき網船団による漁獲量の経年変動

　２）魚種別漁獲量の季節変化

　図６～９に平成６年（1994年）のマアジ、マサバ、マイワシ、ウルメイワシの漁獲量と、漁獲量の過去

５年平均（平成２年:’90年～平成６年:’94年）および前年の季節変化を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－23－



　①マアジ

　図６に浜田漁港のまき網漁業によるマアジ漁獲量の季節変化を示す。

　近年のマアジ漁は春漁（５～７月）と秋漁（１０～１１月）の２つのピークがみられる。春漁では体長

17cm前後の１才魚を主に漁獲しているのに対して、秋漁では体長12cm前後のＯ才魚を主に漁獲してい

る。漁獲のピークは春漁と秋漁のどちらか一方に現れる。つまり、前年の秋漁と翌年の春漁との間には量

　　　　　　単位･千
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図６　マアジ漁獲量の季節変動

月１１月１２月

的相関関係が認められる。

　平成６年のマアジ漁は、春漁は平年値、前年値を大きく上回った。秋漁は１１月に漁獲のピークが現れ

ず、９～１０月には平年値を下回った。

②マサバ

　図７に浜田まき網漁業によるマサバ漁獲量の季節変化を示す。

　近年におけるマサバの資源水準は低下していると判断されている。浜田漁港におけるマサバ漁の季節変

動をみると、春季（４～５月）に漁獲のピークがみられ、晩秋（１１～１２月）に小さい漁獲の峰が現れ

ている。

　平成６年の季節変動は、３～４月に平年値を大きく上回る漁獲があった。漁獲されたマサバは尾叉長２

ｃｍ前後の豆サバが中心で、２才以上の中・小サバはほとんどみられない。

ｒ
ａ

③マイワシ

　図８に浜田漁港のまき網漁業によるマイワシ漁獲量の季節変化を示す。

　マイワシ漁獲量の季節変動は１２月から翌年の３月にかけて漁獲のピークがみられる単峰型である。平

６年の季節変動は５～８月を除いて各月とも減少がみられ、特に冬季盛漁期には大幅に減少した。１２月

にはいっても例年のような漁獲量の急上昇はみられなっかた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－24－
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図７　マサパ漁獲量の季節変動

　マイワシ資源については、産卵群の高齢化や未成魚の加入量減少、分布域の縮小、漁期の遅れなどが指

摘され、マイワシ資源の減少が示唆されている。
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図８　マイワシ漁獲量の季節変動

④ウルメイワシ

　図９に浜田漁港のまき網漁業によるウルメイワシ漁獲量の季節変動を示す。

　ウルメイワシの経年的な漁獲量は相対的に安定しており、200～500トンの間を変動している。季節的な

変動は７月と１０月に漁獲のピークが現れる２峰型である。

　平成６年の漁獲量の季節変動をみると、漁獲のピークは９～１０月にみられ、平年／前年とも大きくう

わまわった。
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図９　ウルメ漁獲量の季節変動

１１月１２月

２．イカ釣り漁業

　１）スルメイ力

　図１０に県外船により浜田漁港に水揚げされたー隻当たり漁獲量と入港隻数を、図１１には浜田市漁協

所属の小型イカ釣り船による一隻当たりの漁獲量と入港隻数の年変動を示した。
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図10　県外船イカ釣漁獲量の季節変動

1994

　平成６年の県外船のスルメイカ漁況は低調に経過した。特に、６月以降水揚げ量は上昇せず、平年を大

きく下回る漁獲量となった。

　一方、沿岸小型イカ釣りのスルメイカ漁況も同様に低調であった。春漁においては平年並みであったが、

夏漁、秋漁は平年を下回って経過した。
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２）シロイカ（ケンサキイカ・ブドウイカ）
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　図１２に浜田漁港における釣りによるシロイカの漁獲量の季節変動を示した。　近年のシロイカ漁況は

秋漁中心に推移している。平成６年は過去最低を記録した昨年を大きく上回って、特に９～１０月には平

年を上回って推移した。
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３．沖合底ぴき網漁業（２そうぴき）

１）全体の漁獲動向

　本漁業は６月１日か

ら８月14日までが禁漁

期であり、１漁期は８

月15日から翌年５月31

日までで形成されてい

る。操業統数は、同一

漁期中にはほとんど変

化しない。そこで、本

報告では本漁業の漁獲

動向を１漁期中の総漁

獲量と１統当たり漁獲
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　　　　　　　　　　　　　　　図13　浜田港を基地とする浜田市漁協所属の沖合底曳網漁業
量（ＣＰＵＥとする）　　　　　における総漁獲量と１統当たりの漁獲量（CPUE）の経年変化

の経年変化から検討を

行った。解析に用いた資料は、浜田市漁協が集計している浜田市漁協所属船の浜田港への水揚げ統計資

料である。

　図13のカツコ内の数値は、その漁期中の操業統数である。ここで示した操業統数は、浜田市漁協に所

属し、かつ浜田港に水揚げしている漁船の統数である。したがって恒常的に浜田港以外に水揚げしてい

る漁船は含まれていない。

　総漁獲量は、1981年以降1985年まで減少し続けた後、1986年に一旦増加したが、1988年以降再び減少

傾向に転じている。1986年に総漁獲量が増加したのは、同年に浜田市漁協と出雲魚市（株）が合併し、

浜田市漁協所属の漁船が増加したことによるものである。一方ＣＰＵＥは、1981年以降長期的には減少

傾向にある。特に1988年には大幅に減少しており、1988年前後でＣＰＵＥの水準が急激に変化している。

　1994年は、操業統数が前年から２統減少したにもかかわらず、総漁獲量は前漁期を６％上回る3､916

トン、ＣＰＵＥは前漁期を30％上回る435トン／統となり、1988年以降最高の値となった。しかし､1987

年以前と比較すると3（）％以上低い水準にとどまっている。

　一方、１統当たり水揚げ金額では、前漁期の15％増の２億１千万円にとどまった。これは前漁期に高

かったヤリイカの単価が753円/kgから327円/kgに、ムシガレイの単価が1､594円/kgから1､183円/kg

にまで低下したことと、単価の高いケンサキイカの１統当たり漁獲量が前漁期のわずか半分という極端

な不漁に終わったためである。以下、魚種別に漁獲動向をとりまとめる。

２）主要漁獲対象種の漁獲動向

田イカ類

　図14にイカ類のＣＰＵＥの経年変化を示した。イカ類のＣＰＵＥは、1981年から1985年にかけて漸減

傾向l;こあった。1986年にヤリイカの漁獲増加に伴い一旦増加したが、その後ヤリイカの漁獲量が年々減

少するにしたがい、イカ類全体のＣＰＵＥも減少傾向を示し、1993年には1981年以降最低となった。し

かし、1994年ではヤリイカの漁獲が急増したため、イカ類の総漁獲量は前漁期を28％上回るI､288トン、
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ＣＰＵＥは57％上回る143トン／統となった。

ヤリイカのＣＰＵＥ

は、数年周期で増減を

繰り返しているが、

1988年以降減少傾向と

なり、1993年は1981年

以降では最低の値とな

った。しかし
年４９Ｑ

り
Ｉ

は一転して大きく増加

し、漁獲量は694ト

ン、ＣＰＵＥは前漁期

の実に５倍の77トン／

統となった。この値は
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図14　浜田港を基地とする浜田市漁協所属の沖合底曳網漁業

　におけるイカ類の１統当たり漁獲量(CPUE)の経年変化

ほぼ平年（過去13年間の平均）並であり、資源回復の兆しが見られるが、漁獲がヤリイカに集中してき

ているため今後の動向には充分な注意が必要である。

　一方ケンサキイカはヤリイカより変動周期が長く、1980年代前半は増加傾向、後半は減少傾向にあっ

たが、1991年に急増し、その後は1年毎に増減を繰り返している。1994年は、極端に不漁で漁獲量は217

トンと前漁期の43％しかなく、1981年以降最低の結果に終わった。ＣＰＵＥも24トン／統と前漁期の53

％、平年の55％にとどまり大幅に減少した。

(2)カレイ類

　図15にカレイ類の

ＣＰＵＥの経年変化

を示した。カレイ類

のＣＰＵＥは、1981

年以降４、５年の周

期で増減を繰り返し

ているが、長期的に

は減少傾向にあり、

９１ 93年には1981年以
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降最低の値となっ

た。しかし、1994年

は急増し、総漁獲量

は前漁期を22％上回

０
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15　浜田港を基地とする浜田市漁協所属の沖合底曳網漁業

におけるカレイ類の１統当たり漁獲量(CPUE)の経年変化

る1､164トン、ＣＰＵＥは49％上回る129トン／統となった。

　ムシガレイのＣＰＵＥは、1981年から1988年にかけて急激に減少し、1988年には、1981年の50％以下

にまで低下した。1989年以降は、減少傾向がやや緩やかになったものの。1993年には1981年以降最低の

値となった。1994年は前漁期よりは増加し、漁獲量は前漁期を30％上回る352トン、ＣＰＵＥは59％上
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回る39トン／統であった。しかし、この値は平年の74％でしかなく、以前として資源水準は低い状態に

あると推測される。

　ソウハチのＣＰＵＥは、1981年から1988年まで50トン／統前後で比較的安定していた。しかし、1989

年、1990年と急激に増加した後、大きな年変動を伴いながら減少傾向に転じた。1994年は、漁獲量は前

漁期を18％上回る542トン、ＣＰＵＥは44％上回る60トン／統であったが、この値は、ＣＰＵＥが安定

していた1981年から1988年の水準よりやや高いものの、漁獲が好調だった過去５年間の平均値の84％に

とどまっている。
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